
環境プログラム作成及びその効果の研究

～ゴミを中心とした環境学習～

足利市立第二中学校大野和章

１はじめに

社会経済的活動の拡大や人ロの増大は環境が本来もっている復元能力を超え、地球温暖化、

オゾン層の破壊、砂漠化、熱帯雨林の減少、野生生物の種の減少、酸性雨問題など地球環境規

模での環境問題を引き起こしている。また、身近な所での都市・生活型の問題、例えばゴミや

交通渋滞、大気汚染、水質汚濁等の問題も依然として大きな社会問題となっている。

これを打開するために、我々は国際的な取り組みに貢献するとともに、我が国自身の社会経

済的システムのあり方や生活様式を改善することにより、環境への負荷をより少ないものに変

革することが重要であると考える。特に、１”７年に開かれた国連環境特別総会「環境と社会

に関するテサロニキ国際会議」では、「持続可能な開発に向けた教育」が採択された。これを

受けて、我が国においても、この環境教育が教育課題の－つとして取り上げられ、今まで以上

学校現場での実践が求められようになった。

一方、国立教育研究所の研究報告（1998）によると、教師が環境教育を推進しやすくするた

めに、教師に対して「教材開発や実践事例等の資料・情報」を普及すること、と提言されてい

る。

わが栃木県でも、学校における環境教育・環境学習を現場で推進するときに大いに参考にな

る「環境学習プログラム幼児・小学校編」が平成１４年度に、また、「環境学習プログラム中学

校・高等学校編」が平成１５年度に刊行された。いずれも、２００頁を超える大著であり、しか

も、自然環境だけでなく文化環境を含んだ社会環澆からの面からもアプローチされている点、

幼児期から積み上げていく、いわゆる、学習者の発達段階が十分考慮されている点、栃木の自

然が生かされている点、さらに、細かい点では、この本自体がバインダー仕立てであり、自分

が必要とする教材、ワークシート等を簡単に取り出すことができ、学校現場において環境教育

・環境学習ですぐに活用できる点など、を特徴とする優れたプログラム集である。

そこで、本研究では、まずはじめに「環境学習プログラム中学校・高等学校編」を、学校現

場で環境教育・環境学習を進めるうえでの参考書として、環境学習のプログラムを開発し、次

にこのプログラムを実施し、そして最後に、その環境学習の効果を統計的な手法を用いて調べ、

考察しようした。

２本研究の目的

（１）「環境学習プログラム中学校・高等学校編」を参考書として、ゴミを中心とした環境学

習プログラムの作成をする。

（２）作成した環境学習プログラムをもとに、環境教育・学習を実践する。

（３）実践した環境学習プログラムの効果を、統計的な手法を用いて考察する。
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３実践と検証

（１）環境学習プログラムの作成

、環境教育・環境学習が実践.Iできるように、「環境学習プログラム中学校．高等学校編」を

参考にし、足利市の大きな環境問題の一つであるゴミ電を中心とした環境学習プログラムを作

成した。

（２）完成した環境学習プログラムーゴミを中心とした環境学習一

「ねらい」

①ゴミ問題を自分の問題としてとらえることができる。

②身の回りの社会事象・社会問題（とくにゴミ問題）から、自分の行動を見直し、持続可能

な循環型社会を築いて行こうとする意欲を育てる。

③なるたけ環境に負荷がかからないように、環境に配慮した日常生活を送ることができる。

「指導計画」（６時間扱い）

①足利市のゴミ問題を知ろう。（1時間）

②紙の３Ｒを考えよう。（１時間）

③足利第二中学校の給食の残菜を考えよう。（１時間）

④ダイオキシンについて考えよう。（２時間）

・ダイオキシンについて学ぼう。（１／２時間）

．【実験】ダイオキシンが発生するおそれのあるプラスチック類を探そう。（２／２時間）

⑤自分の生活を見直そう。－環境にやさしい生活とは？－（，時間）

※別紙資料１：「(各１時間ごとの指導のねらい．流れは別紙資料１を参照）

（３）環境学習プログラムの実践と効果の検証

作成した環境学習プログラムを授業で実施し、このプログラムの効果を検証した。

①仮説

作成した環境学習プログラムを実施し、これを実施する前と後とで生徒の「環境に対する配

*ｌ環境教育・学習を学校教育で実施する場合、どんな教科で実施するのか、どんなテーマで実

施するのか（大気汚染にするのか、絶滅危倶種にするのか)、何学年のいつ実施するのか、ど

んな授業形態で実施するのかなど様々な授業展麗が考えられる。本研究では、実施は３年選択

理科とし、時期は３年理科２分野の「私たちと科学・技術」か、あるいは１分野の「物質資源

とエネルギー資源」の単元と関連して授業展開が可能である２学期に実施した。また、授業形

態は、一斉授業または、グループ学習で行った。

噸Z足利市では毎年1,500ｔずつゴミが増加しており、このゴミの処分のために莫大な費用をか

けている。また、処理したゴミを埋める処分場もあと十年ほどで満杯になり、新たな最終処分

場の確保も困難が予想されている。そこで、本市クリーン対策謀を中心にゴミの軽量化．再資

源化を図る市民運動が展開されている。そして、市民１人一日当たり１００９のゴミの減量によ

り、ゴミの処分にかかる費用を１年間で約１億５千万円削減しようと考えている。
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慮行動」を比べると明らかな差が現れるであろう。（なお、生徒の「環境に対する配慮行動」

を測定する尺度として「環境に対する配慮行動尺度」を用いた｡）

②実践

上記の仮説を検証するために前節で説明した環境学習プログラムに基づいて環境学習を実施

した。授業を実施した時期は、１０月から１１月にかけてであった。環境学習のプログラムを

実施した教科は、選択理科であった。対象となった生徒は中学３年生であり、授業は、研究者

（大野）が担当した。

一方、生徒がこの環境学習のプログラムを学習する前に、「環境に対する配慮行動尺度」を

用いて、事前テスト（プレテスト）を、また、作成された環境学習のプログラムを学習した後

に、同じ尺度（｢環境に対する配慮行動尺度」）を用いて事後テスト（ボストテスト）を行っ

た。

③調査結果の分析方法

作成されたプログラムで、生徒が環境学習をする前と後に実施した「環境に対する配慮行動」

調査の点数を、統計的な手法を用いて比べた。統計的な分析にあたっては、マイクロソフト社

の表計算ソフト「エクセル2000」および、ＳＴＡＲ（StatislicalAnalysisRcscucに）Ｖｃ応ion40

(（ｃ）'992田中敏所収）の統計分析プログラムソフトを使用した。

この効果を検証(分散分析：ｓＡタイプ「，要因被験者内」を実施）した。

④分析結果と考察

表１「環境に対する配慮行動尺度」の「実施する前」と「実施した後」の得点

実施する前(プレテスト）実施した後(ポストテスト）

生徒数

平均点

標準偏差

総得点

２６人

７８．３１

１２．８７

２０３６

２６人

８２．５０

１２．５７

２１４５
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図１「環境に対する配噸行動尺度」の「実施する前」と「実施した後」の平均点の変化
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表１は、「環境に対する配慮行動尺」を、環境学習プログラム「実施する前」と「実施した

後」の得点結果を群別に示したものである。

「環境に対する配慮行動尺」の得点について］要因被験者内計画による分散分析をおこなっ

た結果、群の効果は１％水準で有意であった（Ｆ(２．２５)＝９．９２，ｐ＜、０１）。この結

果は、作成した環境学習プログラムを選択理科で実践したことによって、環境に対して配慮す

る行動が深まり、環境に対して少しでも負荷が小さくなるような行動をすることが期待できる

と考えられる。したがって、仮説を指示する結果となったといえる。

４まとめと今後の課題

本研究では環境教育・環境学習が実践できるように、「環境学習プログラム中学校・高等学

校編」を参考にし、ゴミを中心とした環境学習プログラムを作成した。

さらに、この環境学習プログラムを選択理科で実践し、「環境に対する配慮行動尺度」を用

いてこのプログラムを実施する前と後でその効果を比較したところ、有意に差が見られ、作成

した環境学習プログラムの有効性が証明された。

今後の課題としては、

①「環境学習プログラム中学校・高等学校編」は、環境学習を進める上で前述のようにすぐ

れた参考書であるが、この書をもとに生徒や学校、さらには、地域の特性・特徴に考慮し

た環境学習のプログラムの作成と実践（今回は、ゴミを中心としたが、他のテーマをもと

に、例えば、生き物や自然、あるいは、食・エコライフ等の分野で自校化した環境学習プ

ログラムを作成することなど)。

②環境学習プログラムを終えた生徒一人一人に対して、開発したプログラムを実践すること

で生じたより発展的・探究的なテーマを、今後どのように支援・指導して行ったらよい力、

の研究。

篝が、考えられる。
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【五錘米斗綺言】

１※別紙資料１「作成した環境学習プログラム」の１時間ごとの「指導のねらい」と「指導の流れ」

（１）第１時「足利市のゴミ問題を知ろう。」

①本時のねらい

.足利市クリーン対策謀作成の「足利市のゴミ問題と３大作戦」のビデオを視聴し、足利市のゴミ

問題について知ことができる。

・ゴミ問題の対策となる３つの「Ｒ」を言うことができる。

、ゴミを減らすために３Ｒに基づいた生活を送ろうとする意欲を持つことができる。

.実際に３Ｒに基づいた生活ができる。

②指導の流れ

－５３－

指導の流れ 指導上の留意点等 評価

1）生徒にゴミのことについて質

問する。

２）「足利市のゴミ問題と３大

作戦」ビデオを視聴させる。

３）ビデオを視聴した感想を聞く。

４）ゴミを減趣するために自分た

ちができることを考えさせる。

５）考えたことを発表させる。

６）３Ｒについて補足説明する。

７）本時の自己評価と感想を書か

せる ０

○主な設問

・ゴミ回収の曜日を知っているか。

・誰がゴミを出しに行くのか。

.－度に出すゴミの量はどの位か。

・足利市全体ではゴミの壁はどの位

の鉦になるか，

・足利市は回収したゴミを、どこに

運び、どうしているのか。

○平成１５年足利市クリーン対策謀

作成の１５分もののＶＴＲである。

○３つの「Ｒ」

尼ducc：ゴミをなるたけ出さないよ

うに工夫すること。（例）買い物

バックを持ってスーパーに買い物

に行く。

にuse：再び利用すること。（例）古

着屋を利用する。

r己cycle：彊源として再利用する。

(例）アルミカンを回収し、再利用

する つ

ロ足利市のゴミ問題に

ついて知ことができ

たか・

□ゴミ問題の対策とな

る３Ｒを言うことが

できたか．

ロゴミを減らすために

３Ｒに基づいた生活

を送ろうとする意欲

が持てたか。



（２）第２時「紙の３Ｒを考えよう｡」

①本時のねらい

・日本人１人あたり１年間の紙の消費壁が理解できる。

・日本人１人あたり１年間の紙の消費塾を木に換算することができる。

・紙の３Ｒを、例をあげて言うことができる。

・紙の３Ｒについて考え、環境負荷の小さい社会にするために、行動しようとする意欲を持つこ

とができる。

.実際に紙の消費を押さえた（３Ｒに基づいた）生活ができる。

②指導の流れ
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指導の流れ 指導上の留意点等 評価

１）前時の復習をする。

２）ワークシートを使い、紙の生

産と消費について予想を立てさ

せる 。

３）発表させる。

４）正解を言う。

５）紙の生産と消費について考え

たことを話し合わせる。

６）紙に関して環境負荷を小さく

するための工夫を「３Ｒ」をキ

_ワードにして考えさせる。

７）考えたことを発表させる。

８）話し合ったこと、発表された

意見を参考に、日常生活の中で

どのようなことに注意したらよ

いか、まとめさせる。

○ゴミの３Ｒを思い出させる。

○主な設問

・日本国民１人あたりの、紙の消費

量はどれくらいか。

･紙の消費量を木に換算するとどれ

くらいになるか。

･足利市民１６万人がバージンパル

プのみで作られた紙を使用すると

1年間に何本の木が使われる計算

になるか。

○紙の３Ｒ

”duce：ゴミをなるたけ出さないよ

うに工夫すること。（例）過剰包

装を断る。

”use：再び利用すること。（例）印

刷してない広告の裏を計算に使っ

たり、漢字練習に使う.

'℃cycle：資源として再利用する。

(例）新聞紙、段ボールなどの廃

品回収に協力する。

○地域や小学校で実施している廃品

回収やスパーの入り口に設けられ

ている牛乳パックの回収ボックス

等に触れ、身近な所で行われてい

る紙のリサイクルに触れる。

□日本人１人当り１年

問の紙の消費量が理

解できたか。

□日本人１人あたり１

年間の紙の消費量を

木に換算することが

できたか。

□紙の３Ｒを例をあげ

て言うことができた

か゜

□紙の消賢を押さえた

生活を送ろうとする

意欲が持てたか。



（３）第３時「足利二中の給食の残菜を考えよう。」

①本時のねらい

・本校の給食の残菜の鐘を知ることができる。

.給食の残菜の処理方法がわかる。

．ＥＭ菌を理解することができる。

・環境に配虚した給食の残菜の処理の仕方やその意義を考えさせ、自分の生活を見直すことがで

きる。

・環境に負荷のかからないよう、給食の残菜やゴミの処理をする生活ができる。

②指導の流れ
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指導の 流 れ 指導上の留意点等 評価

１）好きな給食メニュー、嫌いな

メニューを質問する。

２）本校(足利二中)の１０月２４日

(金)～３０日（木）までのメニュ

－を提示して、残菜の量を予想

させる。

３）予想を発表させる。

４）正解を発表する。

５）残菜の量について感想を聞く。

６）給食調理場が回収した残菜を、

どのように処理しているか考え

させる。

７）考えたことを発表させる。

８）残菜をどのように処理してい

るか説明する。

９）調理場からもらってきた、（残

菜からできた）有機肥料を生徒

に回覧する。

10）ＥＭ菌について説明する。

11）本時の感想や意見、わかった

こと等をワークシートに書かせ

る 。

○事前に給食調理場の栄養士さんに

協力を依頼し、本校の給食の残菜

の量を聞いておく。

○結果の補足をする。

(例）ミカンが出た日は、皮が必然

的にゴミとしてカウントされるの

で、ゴミの壁は多くなる。

※注意：本校が利用している東部調

理場は、残菜を有機肥料に変える

施設がないので残菜を業者に引き

取ってもらっているが、施設のあ

る南部調理場に引き取ってもらい、

本校の残菜が有機肥料になってい

ると仮定して授業を進めた。

○よく見ると、給食のなごり（例：

鶏卵の殻）が見られることにも注

意させる。

○残菜の中に牛乳のストローやジャ

ムの容器等を入れると給食調理場

の職員が手|乍業で取り除いてか

ら、肥料にするタンクに入れるこ

とを告げ､給食の後かたづけの時、

しっかりと分別するように話す。

○乳酸菌やナットウ菌や医薬品を作
、、、

るカビのなかまもＥＭ菌であり、

人間にとって有用な微生物を総称

してＥＭ菌ということを押さえて

説明する。

□本校の給食の残菜の

壁を知ることができ

たか･

□給食の残菜の処理方

法がわかったか。

□ＥＭ菌を理解するこ

とができたか。

□残菜の処理の仕方や

その意義を理解し、

自分の生活を見直す

ことができたか。



（４）第４時「ダイオキシンについて考えよう。」

①本時のねらい

・ダイオキシンの発生源、性質、人体への影響などについて理解できる。

・発ガン物質について理解できる。

・食物連鎖によって、より上位の捕食者が高濃度のダイオキシン汚染にさらされることがわかる。

・ダイオキシンの発生を減らすために、できることを具体的に言うことができる。

・ダイオキシンついて考え、環境負荷の小さい社会にするために、行動しようとする意欲を持つ

ことができる。

・環境に負荷のかからないよう、実際に生活ができる。

②指導の流れ

－５６－

指導の流れ 指導上の留意点等 評価

１）ダイオキシンという言葉を間

いたことがあるか。ダイオキシ

ンとは何か質問する。

２）ダイオキシンのビデオを視聴

させる。

３）ダイオキシンの説明をする。

４）発ガン物質について説明をす

る。（タバコの害にも触れ、将

来の喫煙の動機が低下するよう

に配慮する｡）

５）拡散したダイオキシンの行方

(土壌中、河川・海中)、食物連

鎖、人体への取り込み等発ガン

性等について説明する。

６）ダイオキシンの発生を減らす

ために日常生活の中で、どんな

ことができるか考えさせる。

７）考えたことを発表させる。

８）本時の学習のまとめ、感想を

ワークシートに書かせる。

○

○

○

○

○

ンの発生

人体への

ついて理

ａ

について

か曇

よって、

者程強力

らされる

ったか。

、 できる

の'１､さい

る意欲を



（５）第５時「【実験】ダイオキシンが発生するおそれのあるプラスチック類を探そう｡」

①本時のねらい

・バイルシュタインチェック(銅炎法)のやり方がわかる。

．（イルシュタインチェック(銅炎法)を用いて、ダイオキシン類を発生させる恐れのあるプラス

チック類を探すことができる。

、商品を選ぶ基準は、環境に対してのやさしさを優先するのか、性能・価格を優先するかなどい

ろいろな要素があることがわかる。

・商品を選ぶとき、自分なりの基準を考えることができる。

②指導の流れ

－５７

指導の流れ 指導上の留意点等 評価

１）前時

２）実験

ノレシュ

のやり

３）実験

４）-時

れてい

に配り

５）ラッ

ったら

入する

６）実験

７）本時

をワー

◇実験の準備

銅線(径３ミリ）で作った検査棒等

○調べたい試料は各自で用意するよ

うに前もって指導しておく。

○結果をワークシートにまとめさせ

る つ

棒に付いていると正しい結果がでな

ている前の試料を-1-分に燃焼させて

調べるようにアドバイスする。

あるので、火の取り扱い、机の上の

分気をつけるように指導する。

ス等を吸い込まないように指導する

峯の換気扇を、あらかじめ回してお

換気には-|-分に注意する。

生徒の活動をサポートする。
、、、

○Ａ社のラップ：食器によくくつつ
、

くので使い易いが、材料に塩素類

を含む。（検査をすると＋の反応）

Ｂ社のラップ：Ａ社のそれと比

べるとくっつきにくいが、材料

に塩素類を含まない。（－の反応）

○Ａ社の製品は悪い－だから購入し

ないと短絡的にならないように留

する。環境問題を考える上で、

環境への負荷の大'1,,．性能・使い

やすさ、＝ストなど、要因が複雑

にからみあっていて実際判断に困

ることが多いことを､実感させる。

□バイルシュタインチ

エック(銅炎法)のや

り方がわかったか。

ロバイルシュタインチ

エック(銅炎法)を用

いて、ダイオキシン

類を発生させる恐れ

のあるプラスチック

類を探すことができ

たか・

□商品を選ぶ基準とな

る要素の多様`性が理

解できたか。

□商品を選ぶ時の基準

を自分なりに考える

二とができたか。



（６）第６時「自分の生活を見直そう。－環境にやさしい生活とは？－」

①本時のねらい

・問題を見て、家庭生活における資源やエネルギーの無駄使いを指摘できる。

・家庭生活における資源やエネルギーの無駄チェックを通して、環境に配慮した生活を実践してゆ

こうとする意欲を持つことができる。

・グリーンコンシューマー（緑の消我者）の視点を通して、環境に配慮した生活を実践してゆこう

とする意欲を持つことができる。

・生活において、盗源やエネルギーの無駄をなくし、また、グリーンコンシューマー（緑の消費者）

の視点で、環境に配慮した生活を送ることができる。

②指導の流れ

－５８－

指導の流れ 指導上の留意点等 評価

1）本時の導入をする。

２）ワークシートをさせる。

３）エネルギー・資源が無駄にな

っている箇所を発表させる。

４）正解を発表する。

５）家の中のエネルギー節約の問

題を考えさせる。

6）正解を発表する。

７）グリーンコンシューマーにつ

いて説明する。

８）グリーンーンシニーマーを目

指す１０のポイントを説明しな

がら、具体的にどんなこと

ができるか生徒に考えさせる。

９）本時の学習のまとめ、感想を

ワークシートに書かせる。

○(例)移動

教室の蛍

まになつ

ることを

○ワーク

ネルギ

る つ

○はじめ

ループ

る 。

シ

は

で

○机illl指導

一卜する

○机間指導

－卜する

○設定条

る つ

件

○小さな‘

につな

心

が

□問題を見て、家庭生

活における資源やエ

ネルギーの無駄使い

を指摘できたか。

やエネルギーの無駄チ

に配趣した生活を実践

が持てたか。

-（緑の消費者）の視

慮した生活を実践して

つことができたか。



別紙資料２「生徒の感想文」等２

………藤舞鰯､
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非常に良くできた良くできたあまり良くできなかったできなかった

【自己評価】
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紙の３Ｒ

１紙の生産と消費について予想をたてよう。

２紙の生産と消費について考えたことをまとめようｃ

｡ﾌﾟﾚiにも（1年胴で二ＭJ='二毛紙をｲ菫いきた
その仁DCに不きた＜さん切爪いることにとてこb驚
き、まに反磐しました。二'|/Ｍ、５m私たち7人叺と
ｿ舶然と離合うていく史零ヵＭbるど足!､ま丈

３環境負荷を小さくするためのエ天を考えよう≦

ざ鶴鰍期
・弓’｡￣●

グニーープヱ

蠅蝋・聯
合
一
戸
〆
・
刀
坐
・

ら

緯譲鱗
出す。

４環境負荷の小さい生活をするために心がけたいことをまとめよう。

｡紙も無駄使いせす,＝稟乞便｡把り、

主柵ﾅに徒｡梶りし江いよう'こする北をぎず‘
圭府したいと震います｡まにﾌﾘｰマーケット

ｔフ7ＭＢはE)しUげり用していをたぃです。

6０－

｡無,駐使いをし江口
｡ゴミを好ﾖﾊﾄﾞぐdiさﾉｺこい

｡便うり〃を便う分信庁寶うようにする。

・使えなくな・伝もの之ｲ１場型’てｲ史う。
｡フリーマーケットに出式

｡再生品も買うよう'こする
｡牛乳ハＰＩソワや 古新聞を回収している所に

｡節税r)壬矩tJZの利用武彦老ﾗＬ５。

;葱？;ﾐ鏡鐸難f:質;麹f溌鳶?i問;)t､護:零銭i夢!:!； Ｉ●..｣｡｡Ⅱ 予÷墨ｙＪ想農｡入儲;Gig〈 ｉｆ蕊再声敬譲;i塵藷lv-・ん

日本国民１人あたﾄﾉの年間消費量は？ １０００ｋｇ 2斗９ｋｇ
太さ14cm、高さ８ｍの木が何本必要？ ， ○ 本 ５， 本

紙の原料のうち，古紙は何％？ し-５％ ；「 ％



給食の残菜と事業所のごみ

○あなたの学校では､給食の残菜がどのくらい出ているか、予想してみよう。

鎖叶蝋瞥蝿&謹蝋鶴

０℃

○残菜はどのように処理しているか調べよう。

残菜処理の仕方

｡肥料にしTb（無料で配布しているＪｉ
｜わたしの予態

|･肥料にして、fiﾗ内の田)1m'=まいている。

1つ家庭の生ごみの場合の処理の仕方と違いがあれば，その理由を考えよう。

○ここまで調べてわかったことから，感想や意見を醤こう。

猷目Z

Ⅱロー刃～二＠

－６１



退星調己玉里禾斗ノエ蘂穆琶電文舂蚤言米斗

【課題１】第二中学校の残菜の壁：平成１５年１０月２４日（金）～２９日（木）の１週

間の第二中学校の「給食の食ぺ残し」はどれくらいあるか？予想してみよう。

【資料；第二中学校の残菜の麓】 （単位8ｋｇ）

※足二中の給食を作っている「東部調理場」よりのデータ

【課題２】第二中学校の給食の食べ残し（残菜）のゆくえ：給食の食ぺ戒しはどのように

処理しているのか鯛くよう。

【資料：給食の食ぺ残しのゆくえ】

南部第２

鯛理場

｢ざる」のような※

もので「ろ過」

汁もの

汚水処理場へストロー、ビニール等のゴミを取り除く

ゴミ発酵タンクへ ※ＥＭ菌

肥料
へｼﾞﾐｼﾞﾐﾆ

－６２

戸

日 唖 献立名 残菜盆

2４ 金 食パン、マーガリン、牛乳、麹肉のnMり焼き、卵スープ、白玉ぜんざい ３７

２７ 月 ご飯、牛『し、豆腐ハンバーグ、親子魚、キムチ妙め ７７

２８ 火 パンプキンパン、ツイストパン、牛乳、みそワンタン、じゃがいものチー

ｽﾞ数、笠型型．小魚

ｇｏ

２９ 水 ご飯、ふりかけ．牛乳、笛げギョウザ．八三菜、杏乞豆庶

３０ 木 ご陸、牛乳、キーマンカレー、白菜スープ、ゆで野菜 ５５

二中の給食

の食べ残し

東部

鋼理場



け

墨
配布筒*Ｉ

栩膨 土鯛改良刑（給食生ごみリサイクル荷槻llu*l）のiVijII方iﾉミ

この土壊改良剤は、化学I肥料とはちがい、とてもⅡ１１球（二I:）にやさしい77樋

画を含んだ肥料です。

この土壌改良剤（肥料）は学校拾食の生ゴミ巻

利用し、徹生物によって作ったものです。 肥料には、スプーン一杯あたり１位もの微生物が含まれており、これが土の

112で有概質を分解し､士瑠改良(柔らかい土にする)の役[|を11!たしています

。そして、ミミズ故どの生き物がtl;む生きた三'二と粒り、作物・iVi:化等の生育環

土と腐葉土をよく

八．混ぜたもの
比率は

±3：腐葉土ｌ

Ｂ土と肥料を混ぜたもの
寮植木鉢の場合

大きいスプーン

１～２杯程度

豪プランターの場合

大きいスプーン

５～６杯程度

ｃ水はけのための小石

轍を良くします⑫
園

俗茗f」
11m科は、土に種じむまでに、ある程度のI）柵Hがかかるため、穂まき．捕え付

けの３週111]～１ケ月iiiiまでに土に入れ、混ぜ込んでおいてください、

また、燕じまｆ[いうちに瓢まき.捕え付けをしてしまうと、アンモニア等の

ガスが発生したり、発芽不良鮫どの障害が起こりやすく放るので、ｉｆ蔵してく

ださい｡±に混ぜる風は、作ろうとするものにより違いますが、１０Ｋｇ当た

り１００９くらいが適量です。

担当：学校給食課

（閉祁鞆二調理蝿）

ｔ⑰１８７２－６５６１
士に混ぜ込んで.．．､て下きい。



玉里可sl-塞謹』夛壱 「＝～ｒゴーーーニーニ－６二一つし、－ご言二G二ぞう」

１

,１位があ ろ Ｉ，

諭後
｢ｵｷｼﾌﾉ葱ｔ
ｒＯ２ｊＸＬ[鰯

◇勺Ｚ

ﾗﾁ雷,７麺．

２．ダイオキシン類は、どのようにして発生するのだろう。

３００６前憶のｨt7皇ｚＷｆＹうすニピ'二J＜ソ籍生
/■、／へ/~ベン､－－－

3．ダイオキシン類は、人体にどのような影響を及ぼすのだろうか。

=籍か＞物箇
（ゴー/(,９－ル〃パフの燈'毒虫
了フラトキシン）

}すために、私たちが日常生活の中で、できることは

てし'ろもの

４．ダイオキシン類を減らすために、私たちが日常生活の中で、できること

どんなことだろうか。

有字物智_のある物を(１tおい'し(（
萱ゎmｌＬｕ

癖 l上１Ｍ喪ごβ壬ご閲｣し(て｣,｣_a
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ダイオキシン類を発生させるプラスチック、ビニール類を探そう

q豆の照窯

’
コーダ炉

○

以9トヒⅦオキシンが上り物が''7Ｔｳ)たの
て山今'よ壬簑境川憂い'ものかり言えⅦろ二と
か､/かかリノケＵ毒川しました。
【自己評価】

④ＢＣＤ いずれかに○

－６５－ ､～

、

【感想】|魁fi1fL菱;'二二二三ﾆﾆﾆﾆｰﾆｺＩ

調べた物 反応○＝出た、×＝出ない

EZ/|葛の容器 ×

肉のトレー ×

上'１ニール 袋 ×

/、Qｙ 卜７１<、トル ×

へqｿ|ヘホ､トルの5,た >＜

納豆のｸ呑弓窯一 ×

キ
～ のこのケース ×

7.リンの雍器 ×

７･ｿ 二一の 5,た ×

7.ラスネソ'7ﾌt/更 ○

ﾗ肯 しゴム ○



家の中のエネルギー節約を考えよう

○家の中のエネルギーの使い方について振り返ってみよう。そして．どのような行動

がどのくらいの節約につながっているのか考えてみよう。
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なしにしたまま他の用事をしないよ

うにしている。伽州|ョ ③ 1,240 -2AＱ 560
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￣評

環境教育では、子どもの関心と生活体験を軸にして、身近な環境問題に眼を

向け、問題解決のための課題や方法を見いだす能力を育て、環境の改善や保全、

創造に主体的に働きかける態度や参加のための行動力を育てていくことが必要

であるとされております。また、身近な環境問題が究極的には地球環境問題に

つながっていくことが認識でき、地球環境を配慮した問題解決の意欲、態度、

行動を育てていくことが重要であるとされております。本研究では、まさにこ

の地球規模で考え足元から行動する生徒の育成を目指す環境学習のプログラム

の実際をご提示いただきました。

具体的には、足利市の環境問題について知ることからはじめ、紙の３Ｒや給

食の残菜、ダイオキシンについて、さらにグリーンコンシューマーの視点から

学ぶ生活環境に配慮した生活の実践等、生徒自身の身近な生活の中の環境問題

に生徒を直面させ、自分自身の行動や生活を見直し、持続可能な循環型社会を

築いていこうとする意欲や態度を育てる取組みを示していただきました。

また、「環境に対する配慮行動尺」を用いての環境学習プログラムについて

評価の実践により、環境学習の評価の在り方について貴重なご示唆をいただき

ました。同時に、この評価によって明確にされた生徒の変容によって、あらた

めて学校教育における環境教育の重要性が示されたといえます。

さらにこの研究・実践を可能にしたものは、教師自身の環境問題に対する

深い認識と生徒の生活にまで眼をむけた確かな教材研究であり、環境教育に向

かう教師の姿勢もお示しいただきました。ぜひこれらの貴璽な研究．実践の成

果が各学校における環境教育の充実に生かされますよう期待いたします。
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